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2牛神（東花尻のうしがみさま）

平成23年1月撮影

令和4年3月撮影

石灯籠の上部は倒壊している。
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※上部が倒壊
③燈籠

幟立石柱
160×130×高さ1130

①	牛神	 明治8年（1875）10月吉日
	 花入	 大正7年5月吉日
②	祠	 「地水両神」カ「牛頭天王」カ
	 花入	 大正7年5月吉日

③	燈籠	 享保5年（1720）11月13日 ※上部倒壊
④	手水鉢	 本来は燈籠の礎石か笠石ではないカ
⑤	 幟

のぼり

	 大正12年3月吉

牛
ご ず て ん の う

頭天王
京都の八坂祇園社の守護神「スサノオノミコト」と同様に疫病退散を担う神とされた。
②は何神の祠か不明（牛頭天王をお祭りした祠？）


